
【教育課程に関する方針（カリキュラムポリシー）】 

本学部の四つのアドミッションポリシー 

(1) 将来、企業の経営や店舗の運営を行うことを目指す人

(2) 国内外の企業において、インターネットを駆使して活躍しようとする人

(3) 情報分野や経営・会計分野でのエキスパートを目指す人

(4) 新たなビジネスに挑戦しようとする人

を踏まえ、学部の目的である「複雑に情報要素の絡んだ現代の経営環境を理解し、適確にビジネスを

遂行することのできる能力」あるいは「新たなビジネスフロンティアを開拓できる能力」を育成するた

めに、以下のカリキュラムを設置する。 

ディプロマポリシーで示す学位認定の基本要件（知識・理解の3要件と態度・志向性の2要件）と六つ

の具体的要件を満たす教育を実施するために、学科科目は、コース共通科目（幅広い教養と豊かな人間

性を身につけ、主体性を持っていろいろな人々と協働できる能力の育成）を基礎に六つの分野からなる3

コースの学科科目を設定する。3コースは連携し、相互に補完しあう体制を組む。各分野ともに５段階難

易度を付した入門科目、専門科目、実践科目を設定する。また、２０２０年度入学生より適用の数理・

データサイエンス・ＡＩ教育プログラムは、学科科目のうちで、データサイエンス・ＡＩ関連科目と、

これを学ぶために必要な科目とを編成したものである。

（情第１表） 

①各コース共通

経営と情報の基礎を学び、産業社会への関心を高め、論理的・数理的・統計的思考を培う科目を提供

する。

また、チャレンジ精神やコミュニケーション能力、積極性を培い、明確な自己表現ができる人間性豊

かな人材を育成する科目を提供する。ディプロマポリシーの基本要件すべてと、具体的要件の「(5) 社

会の問題・課題を主体的に把握し分析する能力を有する」と「(6) 資格取得や社会活動などを通じて自

己実現が可能である」を満たすことができる。

そのために、コース共通の入門科目として「経営学入門」「ＩＴ入門」「基礎数学」等を設置し、ま

た、「ビジネスデータ分析１」「ビジネスデータ分析２」「専門演習入門」「専門演習１」「専門演習

２」等を設置する。 

②経営･会計コース

企業・経営分野と会計・財務分野の２分野があり、労務や財務など経営管理また企業の仕組と理論を

学び、企業経営の実践的知識や会計情報の実践的活用の学びを提供する。ディプロマポリシーの具体的

要件の「(1)事業の運営を担う知識を修得しており、企業において与えられた役割を担える能力、もしく

は自ら起業する能力を有する」と「(2) 企業分析を通じ、経営戦略に関してなんらかの提案を行う能力

を有する」を満たすことができる。

入門科目として「簿記・会計学入門」等を設置し、専門科目は「経営学」や「企業分析論」等を設置

コース 分野 

経営・会計 
企業・経営 

会計・財務 

マーケティング・ｅビジネス
統計・マーケティング 

グローバル・ｅビジネス 

マルチメディア・情報システム
マルチメディア・ネットワーク

情報システム・プログラミング 

経営情報学部カリキュラム・ポリシー、カリキュラムマップ



する。実践力を身につけるために「経営実践講座」「マネジメントゲーム」等の実践科目を設置する。 

③マーケティング・ｅビジネスコース

統計・マーケティング分野とグローバル・eビジネス分野の２分野があり、データを使った統計分析や

経営戦略策定、国際ビジネス・eビジネスの理論を学び、グローバルマーケティングの実践的な学びを提

供する。ディプロマポリシー具体的要件の 「(2) 企業分析を通じ、経営戦略に関してなんらかの提案を

行う能力を有する」と「(3) インターネットを活用して情報を収集し、ビジネスに活用する能力を有す

る」を満たすことができる。

入門科目として「マーケティング・eコマース入門」等を設置し、専門科目は「マーケティング論」「e

ビジネス論」等を設置する。実践力を身につけるために「インターネット・エコノミー」等を設置する。 

④マルチメディア・情報システムコース

マルチメディア・ネットワーク分野と情報システム・プログラミング分野の２分野があり、マルチメ

ディアと情報システムの理論を学び、プログラミングやシステム制作の実践の学びを提供する。ディプ

ロマポリシーの具体的要件の「(3) インターネットを活用して情報を収集し、ビジネスに活用する能力

を有する」と「(4) 情報技術を駆使し、システムを構築する能力あるいはコンテンツを制作する能力を

有する」を満たすことができる。 

入門科目として、「マルチメディア入門」等を設置し、専門科目として、高度な情報技術を獲得する

「システム開発論」「ネットワーク論」等を設置する。実践力を身につけるために「データベース演習」

「ゲーム制作」等の実践科目を設置する。 

⑤数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（２０２０年度入学生から適用）

データサイエンスやＡＩと、それを学ぶための基礎となる科目群である。数理・統計・情報処理・デ

ータサイエンスの４つの科目群から成る。ＡＩ科目はデータサイエンス科目群に含まれる。データサイ

エンス科目群は、数理・統計・情報処理の基礎を踏まえた科目群として位置づけられる。

基礎科目として「基礎数学」「プログラミング入門」等が配置されている。データサイエンス科目と

して、「先端技術論（ＡＩ・データサイエンス基礎）」「経営情報特別講義３（データサイエンス実践）」

「経営情報特別講義５(Ｂ）(ＡＩプログラミング実践）」等が設置されている。 

高学年に配当されている科目は低学年に配当されている科目の知識を前提とする体系となっている。 

なお、この教育プログラムは、カリキュラム上のコースではなく、３コース共通のものである。 

【卒業認定・学位授与に関する方針（ディプロマポリシー）】

阪南大学経営情報学部は、阪南大学ディプロマ・ポリシーを前提として、複雑に情報要素の絡んだ現代

の経営環境を理解し，適確にビジネスを遂行することのできる能力を身につけた学生、あるいは新たなビ

ジネスフロンティアを開拓できる能力を身につけた学生に学位を授与する。そのためには以下の基本要件

に加え、具体的要件のいずれかを満たす必要がある。 

＜基本的要件＞ 

知識・理解 

① 経営管理に関する知識

複雑化高度化した経営環境に即応した事業運営を行うために必要な、人事や財務などの基本的な

知識を修得している。 

② 国際ビジネス・ｅビジネスに関する知識

国内のビジネスにとどまらず国際ビジネスやｅビジネスを遂行するために必要とされる基本的な

知識を修得している。 

③ 情報システムやマルチメディアに関する知識



高度情報化社会を牽引するのに必要な、情報システムやマルチメディアを利用するための基本的

な知識を修得している。 

態度・志向性 

④ 新分野への関心と自己表現

新しいビジネスに関心を持ち、明確な自己表現ができる。 

⑤ 主体性と協働

幅広い教養と豊かな人間性を身につけ、主体性を持っていろいろな人々と協働できる。 

＜具体的要件＞ 

知識・技能 

⑥ 事業の運営能力・起業能力

事業の運営を担う知識を修得しており、企業において与えられた役割を担える能力、もしくは自

ら起業する能力を有する。 

⑦ 分析力

企業分析を通じ、経営戦略に関してなんらかの提案を行う能力を有する。 

⑧ 情報活用能力

インターネットを活用して情報を収集し、ビジネスに活用する能力を有する。

⑨ システムもしくはコンテンツの構築力

情報技術を駆使し、システムを構築する能力あるいはコンテンツを制作する能力を有する。 

⑩ 社会問題の分析力

社会の問題・課題を主体的に把握し分析する能力を有する。 

⑪ 自己表現力

資格取得や社会活動などを通じて自己実現が可能である。 

科目の種類 科目名 
配当 

年次 

単

位

数 

ナン

バリ

ング

ディプロマ・ポリシーの項目番号 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

必修科目 

ＩＴ入門 
1234 

2 

IA101 ○ ○ ○ 

経営学入門 IA102 ○ ○ ○ ○ 

ビジネスデータ分析１ 

234 

IA303 ○ ○ ○ ○ ○ 

ビジネスデータ分析２ IA404 ○ ○ ○ ○ ○ 

専門演習入門 IA405 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

専門演習１ 34 
4 

IA506 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

専門演習２ 4 IA907 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

基
本
選
択
科
目

一般・人間力 基礎数学 1234 2 IB201 ○ ○ ○ 

経営・会計 
簿記・会計学入門１ 

1234 2 
IB102 ○ ○ ○ ○ 

簿記・会計学入門２ IB203 ○ ○ ○ ○ 

マーケティン

グ・e ビジネ

ス

マーケティング・eコマース入門 1234 2 IB204 ○ ○ ○ 

マルチメディ

ア

・情報システ

ム

情報処理入門 

1234 

4 IB105 ○ ○ ○ 

マルチメディア入門 2 IB206 ○ ○ ○ 

ネットワーク演習
4 

IB209 ○ ○ ○ 

マルチメディア演習 IB108 ○ ○ ○ 

プログラミング入門 

2 

IB207 ○ ○ ○ 

プログラミング１ IB110 ○ ○ ○ 

プログラミング２ IB211 ○ ○ ○ 



科目の種類 科目名 
配当 

年次 

単

位

数 

ナン

バリ

ング

ディプロマ・ポリシーの項目番号 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

基
幹
選
択
科
目

経営・会計 

経営学 1234 

4 

IC201 ○ ○ ○ ○ ○ 

企業論 
234 

IC302 ○ ○  ○ ○ 

企業分析論 IC402 ○ ○  ○ ○ 

マーケティン

グ・e ビジネ

ス

マーケティング論

234 

4 
IC304  ○ ○  ○ 

経営統計学 IC305  ○ ○  ○ ○ 

ｅビジネス論 
2 

IC306  ○ ○  ○ 

国際ビジネス論 IC307  ○ ○  ○ 

マルチメディ

ア

・情報システ

ム

ネットワーク論

234 
2 

IC309   ○ ○ ○ 

マルチメディア論 IC408  ○ ○ ○ 

情報デザイン１ IC310  ○ ○ ○ 

情報デザイン２ IC411  ○ ○ ○ 

データベース論 IC312  ○ ○ ○ 

システム開発論 IC413  ○ ○ ○ 

データベース演習 4 IC414  ○ ○ ○ 

自
由
選
択
科
目

一
般
・
人
間
力

大学入門ゼミ 1 2 ID101 ○ ○ ○ ○  ○ ○  ○ 

日本経済論 

1234 

4 IE303 ○ ○  ○ ○ 

ファッションとＩＴ

2 

IE472   ○ ○  ○ 

情報と職業 IE402  ○ ○  ○ ○ 

情報産業論 IE401  ○ ○  ○ ○ 

企業と倫理 

234 

IE504 ○ ○  ○ 

職業指導 

4 

IE606 ○ ○  ○ ○ 

先端技術論 IE607  ○ ○ ○ 

経営科学 IE509 ○ ○ ○ 

経営数学 IE508 ○ ○ ○ 

経営モデル分析 

34 

2 
IE811 ○ ○  ○ ○ 

シミュレーション法 IE812 ○ ○ ○ ○ ○ 

数理統計学 4 IE710 ○ ○ ○ 

多変量解析 2 IE813 ○ ○ ○ 

経
営
・
会
計

企業・

経営 

経営史 

234 

4 IE614 ○ ○  ○ ○ 

経営実践講座 a 
2 

IE515 ○ ○   ○ ○ ○ 

経営実践講座 b IE616 ○ ○  ○ ○ ○ 

経営管理論 
4 

IE617 ○ ○  ○ ○ 

中小企業論 IE621 ○ ○  ○ ○ 

中小企業家同友会寄付講座 

34 

2 IE823 ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

経営財務論 

4 

IE818 ○ ○  ○ ○  ○ 

経営情報論 IE720 ○ ○  ○ ○  ○ 

人的資源管理論 IE719 ○ ○  ○ ○  ○ 

日本型経営論 2 IE822 ○ ○  ○ ○  ○ 

会計・

財務 

簿記１ 
1234 4 

IE424 ○ ○ ○ ○ 

簿記２ IE425 ○ ○ ○ ○ 

マネジメントゲーム

234 

2 IE526 ○ ○ ○ 

財務会計システム論 

4 

IE630 ○ ○ ○ 

管理会計システム論 IE629 ○ ○ ○ 

情報会計論 

34 

IE727 ○ ○ ○ ○ 

現代株式会社論 IE728 ○ ○ ○ ○ 

会計学特別講義１ 

2 

IE731 ○ ○ ○ ○ 

会計学特別講義２ IE832 ○ ○ ○ ○ 

会計学特別講義３ IE733 ○ ○ ○ ○ 

会計学特別講義４ IE834 ○ ○ ○ ○ 



科目の種類 科目名 
配当 

年次 

単

位

数 

ナン

バリ

ング

ディプロマ・ポリシーの項目番号 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

統計 

・マー

ケティ

ング

ビジネスモデル論 

234 
2 

IE570  ○ ○  ○ 

イノベーション論 IE571  ○ ○  ○ 

販売管理論１ IE635  ○ ○  ○ ○ 

経営戦略論 4 IE638  ○ ○  ○ 

販売管理論２ 

34 
2 

IE736  ○ ○  ○ ○ ○ 

マーケティングリサーチ IE739  ○ ○  ○ ○ 

インターネットマーケティング IE840  ○ ○  ○ ○ 

経営組織論 4 IE837  ○ ○  ○ ○ 

グロー

バル 

・e ビジ

ネス

総合講座(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ｴｺﾉﾐｰ) 

1234 

2 

IE341  ○ ○  ○ 

金融論入門 IE342 ○ ○  ○ ○ 

国際ビジネス入門 IE369  ○ ○  ○ 

グローバルコミュニケーション IE443  ○ ○  ○ 

デジタルコミュニケーション IE444  ○ ○  ○ 

国際経営論 

234 

IE667   ○ ○  ○ 

国際産業論 IE668  ○ ○  ○ 

金融テクノロジー IE645  ○ ○  ○ 

ベンチャービジネス論 IE549 ○ ○  ○ ○ 

国際マーケティング 

4 

IE650  ○ ○  ○ 

e コマース経営論 

34 

IE746  ○ ○  ○ ○ 

国際金融論 IE848  ○ ○  ○ ○ 

多国籍企業論 IE847  ○ ○  ○ ○ 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
情
報
シ
ス
テ
ム

情報処理技術の基礎講座１ 
1234 4 

IE351   ○ ○ ○ ○ 

情報処理技術の基礎講座２ IE452   ○ ○ ○ ○ 

情報科学特別講義１ 
34 2 

IE351   ○ ○ ○ 

情報科学特別講義２ IE452  ○ ○ ○ 

マルチ

メディ

ア

・ネッ

トワー

ク

ＣＧ１ 
234 

2 

IE553   ○ ○ ○ 

ＣＧ２ IE654  ○ ○ ○ 

ゲーム制作１ 

34 

IE757   ○ ○ ○ 

ゲーム制作２ IE858  ○ ○ ○ 

マルチメディア制作１ IE755  ○ ○ ○ 

マルチメディア制作２ IE856  ○ ○ ○ 

システ

ム・

プログ

ラミン

グ

コンピュータ構成論

234 

2 
IE560   ○ ○ ○ 

プログラム構成論 IE661  ○ ○ ○ 

プログラミング講座 

4 

IE662   ○ ○ ○ ○ 

プログラミング言語論 IE659  ○ ○ ○ 

システム制作
34 

IE864   ○ ○ ○ 

ソフトコンピューティング 2 IE763   ○ ○ ○ 

そ
の
他

2015 年

度以降 

入学生

用科目 

経営情報特別講義１ 

(事業承継論) 

1234 2 

IE373 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

経営情報特別講義２ 

(消費者行動論１) 
IE474  ○ ○  ○ 

経営情報特別講義３ 

(国際貿易論) 
IE375  ○ ○  ○ 

経営情報特別講義４ 

(消費者行動論２) 
IE476  ○ ○  ○ 

経営情報特別講義５ 

(産学連携プロジェクト・社会人

基礎力の養成１) 

IE377 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

経営情報特別講義６ 

(産学連携プロジェクト・社会人

基礎力の養成２) 

IE478 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 



※ナンバリング

個々の授業科目がどのように連携し関連し合うかが、あらかじめ明示されること。教育課程の内容に

関心を持つ全ての人に教育課程の体系が容易に理解できるように、また、個々の授業科目がどのよう

に連携し関連し合い、難易を表現するために上記のとおりナンバリングしています。

１）ナンバリングルール

 学部コード、科目区分コード、レベルコード、管理コードから形成されています。それぞれのコードの

意味は次のとおりです。 

学部コード コード 科目区分 コード 科目種別 レベル 管理番号 

経済学部 E 必修科目 A 
初年次基礎系科目等 

1 

００～９９ 

流通学部 B 全員履修科目 B 2 

経営情報学部 I 基本選択科目 C 
初級科目等 

3 

国際コミ学部 G 基幹選択科目 D 4 

国際観光学部 T 自由選択科目 E 
中級科目等 

5 

(例) 

ナンバリング：I   A   1   0 1 
ナンバリング：I  E   5   2 6 

学部 科目区分 レベル 管理番号 

6 

上級科目等 
7 

8 

４年ゼミ及び卒業論文等 9 
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（情第11表－2） 



（情第11表－3） 



（情第11表－4） 会計・財務分野一般型履修モデル 



（情第11表－5） 会計・財務分野特化型履修モデル 



（情第11表－6） 統計・マーケティング分野履修モデル 



（情第11表－7） グローバル・eビジネス分野履修モデル 



（情第11表－8） マルチメディア・ネットワーク分野一般型履修モデル



（情第11表－9）マルチメディア・ネットワーク分野特化型履修モデル



（情第11表－10）情報システム・プログラミング分野一般型履修モデル



（情第11表－11） 情報システム・プログラミング分野特化型履修モデル 
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